
「初診日に関する第三者からの申立書（第三者証明）」を記入される方へ

1．「初診日に関する第三者からの申立書」の目的

障害年金を受給するためには、「初診日」における保険料納付要件を満たす必要があります。

「初診日に関する第三者からの申立書（以下「第三者証明」といいます。）」は、請求者が「初

診日」を確認できる医療機関の証明などを提出できない場合、初診日の頃の医療機関の受診状況

を見たり闘いたりした第三者（以下「申立者」といいます。）が当時知っていた内容から初診日

を推定できるか審査するための書類となります。

このため、第三者証明に記入する内容は、：請求者や請求者の家族などから最近得た情報は記入

旦圭、申立者が見たり闘いたりした当時に知った内容のみを記入してください。

※初診β：俸善年金を請求している病気やケガについて初めて医療幾層を受診したβ

2．第三者証明の記入方法

裏面の記入方法をご覧になって記入してください。

なお、第三者証明内のI知ったきっかけiは、いずれか当てはまる方に○を付けてください。

O「1．直接見て知りました。」に当てはまる場合

申立者が、通院の付き添い、入院時のお見舞いまたは医師からの生活上の注意文書を見たな

ど、障害年金を請求する病気やケガにより請求者が医療機関を受診していることを、初診日の

頃に直接見て知った場合を指します。

また、直接見て知った内容に加え、請求者やその家族などから聞いて知った内容が一部含ま

れる場合も「1」に○を付けてください。

なお、単に請求者と会った際に体調が良くないことに気づいた場合などは、医療機関を受診

している事実を申立者が直接見ていないため、「直接見て知った」には含まれません。

O「2．請求者や請求者の家族などから聞いて知りました。」に当てはまる場合

申立者が、請求者やその家族などから「心療内科に通院し始めた」や「医師から甘味を止め

られている」など、障害年金を請求する病気やケガにより初めて医療機関を受診した頃の様子

を聞いて知った場合（手紙等で知った場合を含みます）を指します。

なお、複数回にわたり聞いている場合は、最も現在に近い時期を「聞いた時期」に記入して

ください。

3．20歳前に初診日がある第三者証明を記入される方に対するお願い

20歳前に初診日がある場合は、少なくとも20歳前までに障害年金を請求する病気やケガ

により医療機関を受診したことが明らかであれば請求者の申し立てしている初診日が認めら

れる場合があります。したがって、第三者証明には、初診日の頃に限らず、：請求者が26歳前

に医療機関を受診していることがわかる内容を記入してください。

201510



セ 中 嶋 一 ＿⊃ 鞋 ��三　二　三 

葦　詰 
垂∴謹　… 

浩轟 
。　　　　十U∴∴い　　。　訓 
三　　　　縄　」∴∴二　， 
十〇　　　　　＼／　＝ト　・拘I∴lH 

畏　　　　｝　艮　縄　　ニ 
〉　　　　」　ニ　　〉　　∩ 

レ∴∴∴∴く　匿　いI∴」巳 
」　　　　韓　＝ト　」　（ 

く　　　　蘭　良　く　舶 
把　。　貨i∴鴫　韓　棋 
的　二　世　蛙　的） 亀　的　樽　訓　蔑　鴫 

tU 

eli握∴∴雷　，　貨　轄 
蜘　〉　革∴トIJ捧∴ゆ 
gi∴lH　　nK∴ニ∴重き∴士 
艮　」　　e　　n　　　　　穐 

軍 l O l 蕊 ○ �梨 、／ �0　　9く　証　せ　叫く∴．巳 

淳 一 �緑　醇　e　（　艮∴∴幻 ） 心 �ui∴巳∴∴㌣　　－田　　∩∴i樽 

馬 �幽　霊　持　田　再　総 
事 �訓柴草　唾　や　賞　翫 
Q �e蓑田ii小　国凹型　挫 

く ヾ �Ⅲ艮丘　総　　　理　　　艮 
田睦e　敵　）eFノ　舶 IQ ぺ �eこ、艮∴∴蘭i∴土壁＋I∴！典 

tU 恵 �十品　∩　醒　玉出中β∴軸 

重的品∴望差∴申e潤黙劇 
心 �唄い　　　　　同　　鳴i 

詠 出 �′′′．ヽ 」等」　函　艮娘娘S， 
h古 池 �謹総巳唱申′　＿月旧劇哲理 

同 輩 �巳敵バヽ抱合　総柾柾総上州 
キミe嶋　　　　　　田Ⅲ 

舶 ：斗 せ �ト蛭e案小　」的S，山口 

亀田も喋玉　謹抑＝ト樽嶋 8 10 ヾ ≡渦 中 �脈総的eU　恐慌重唱ト 

慣癖菓p」謎蝶粧せ単巴敦 
嶋e業用日出詠出で甜eu 

誠一 IQ �ト押絵Ⅲ縄給い士蝕糊耶1ニ 

瀧 �緒鋲敵総量取合穐e喋緒」的 結粧e尽蜜e足せ雫「e鰹畏 

薯寒 �雨竜邸小卜醒志邸卜小心〉 倒嶋田毛や謎嶋田や主食くさい ≡」惰－」 霜寒 �廿噌総慣庶楼筑綴目瞭塩島」 

即せ辱妹慣幽粧馬慣凶腫上く 
半玉 主軸 歳 辱警 三郎 厄 �塑㊤⑭㊥㊥⑮ 塗 S、 艮 栄 ”Q 吋 や 吐 

。
／
」
的
縄
）
〕
」
線
駐
｝
一
」
0
日
一
同
l
斗
甘

下
欄
〇
七
余
韻
9
百
日
ー
手
摺
的
で
嘲
り
一
逆
運
O
 
T
謹
リ
ー
鞘
堂
S
韓
箪
く
里
心
下
庄
挫
き
斯
く
逮
竜
圧
力
薫
′
笠
詩
垣
く
畢
吏
′
↓
哀
史
／
ふ
く
配
り
　
※

。
／
↓
相
継
Y
U
∴
J

Y
無
心
小
粒
推
理
意
軽
骨
…
慎
軽
矧
日
参
早
耳
田
口
計
。
ト
商
，
ふ
れ
l
）
毛
布
螺
）
吏
良
／
↓
ト
卑
同
心
常
置
S
駕
唇
憎
色
白
ー
レ
鴫
沌
慨
世
　
′
皿
薄
※

。
／
↓
却
橡
V
Y
」
五
島
心
霊
に
最
中
＋
吏
」
渠
p
怒
珊
〓
　
′
鰻
重
球
心
⊥
∴
性
」
壷
　
※

や
い
∩
嶋
毒
血
哩
′
一
博
同
早
く
駐
）
。
／
」
的
縄
）
H
J
Y
辞
や
制

覇

冊

出

血

′

幻

鰭
東
踏
絵
・
哩
謹
謎
蝶
凶
夢
　
（
口
絵
昼
）
　
Ⅲ
艮
」
総
敵
的
醒
謎

蝶
囲
い
金
屋
．
｝
／
一
0
日
一
虫
ト
や
脈
喋
や
ト
錦
鯉
的
伸
廿
肌
理

‥
墜
越
e
曹
剃
（
吏
／
二
藍
）
吏
鴫

圏
国
回
田
開
園
隔

。
一
」
的
縫
）
〕
」
Y
醇
的
韓
国
e
悼
田
．
］

園
部
科
割
判
」
川
引
出
到
「
凹
的
．
〕
一
」
∩
〓
率
醒
e
U
肘
鉄
控

。
b
p
　
（
邸
）
　
（
　
口
　
　
　
中
　
　
　
甘
　
　
　
饉
計
・
農
監
）
　
連
環
捏
吏
／
エ
雷
　
′
穐
侭

。
吏
」
埴
9
品
ト
／
エ
整
調
メ
食
勾
緯
盤
鯨
e
細
管
駐
中
沌
管
轄

。
吏
」
耶
9
品
レ
鴫
鞘
也
．
H

品
的
幻
樽
廃
案
魚
舶
載
e
唖
Ⅲ
総
長
e

。
一
」
的
縄
）
レ
」
Y
駐
宝
悪
雷
三
害
せ
布
野
艮
王
事
的

〇
日
一
「
N
L
′
縄
樽
。
′
一
皿
縄
）
ト
ト
一
∩
蘭
0
－
1
一
山
的
¢
出
撃
〕

嶋
′
さ
せ
〓
一
曲
白
∵
側
「
謀
嶋
Y
駐
e
苗
掃
抽
出
昧
“
Z
L
 
e
田
植

′
吊
～
勾
穂
廃
貨
総
融
e
紳
常
駐
時
レ
培
」
甘
妨
食
　
（
抽
憎
甘
）
　
詩

国
園
田
田
園
的
固

。
ト
調
レ
培
」
甘
十
着
　
′
p
e
h
潰
／
↓
レ
ぐ

′
埜
　
（
．
仲
憎
甘
）
話

（
琴
掃
仲
川
蛛
）
　
仰
個
甘
e
Q
怠
細
川
熊
崎
卜
醒
∪
～
皿
総
尽

。
一
」
抑
縄
Y
U
」
Y
膳
的
押
出
e
嶋
錦
鯉
伸
廿
同
型


